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令和 4年度年度業務実績報告書 

提出日  ２０２３年 １月１８日 

 

１．職名・氏名   池下 譲治        

 

２．学位  学位 経営学修士（MBA）、専門分野 グローバルビジネス・経営戦略、アジア経

済、授与機関 University of Strathclyde（UK）、授与年 2000年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

グローバル経営戦略論（２） 2022年前期（大学院） 

② 内容・ねらい 

本講の目的は世界で活躍できる人材の育成・輩出にある。 

授業では、まず、グローバリゼーションに伴う世界経済の変容と課題について、歴史的か

つ理論的な側面から俯瞰するとともに、その企業経営上の意味について、体験談やケースス

タディを交えながら講義した。 

次に、日本と諸外国との政治、経済、社会、文化の違い、さらには、国際ビジネスにおけ

る倫理的課題などに関して事例を交えて解説および議論することで、物事を多面的かつ多角

的な視点から洞察する力や異文化リテラシーの醸成を図った。 

また、国際貿易、外国直接投資の新旧理論ならびに、その政策や経営上の意味について解

説するとともに、グローバル経営戦略に関するさまざまな理論やフレームワークおよび市場

参入戦略などに関して、事例を交えながら具体的かつ体系的に解説した。 

最後に、アントレプレナーシップの醸成を目指し、新規商品の開発（商材は各自自由）と

グローバル市場への参入に関する「演習」（レポートの提出と発表）を行った。 

 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

本授業の履修に際して、コロナ禍で妊娠中の受講生や平日は仕事を休むことができないと

いう社会人の院生からオンラインや動画での受講の要望が事前に寄せられた。このため、地

経研事務局と相談し、地経研が所蔵する先端的機材を用いて、対面、オンライン、動画のす

べてに対応できるように設定し、受講生の要望に応えた。また、仕事上のトラブルにより当

日の授業に出席できないため動画での受講を希望してきた社会人（外国人）院生に対しても、

授業後に動画を送り、感想の提出を以って出席と見做すなど柔軟に対応した。 

授業に際しては、はじめに、全員から本講義の受講目的を聴取し、関連性のあるテーマを

みつけては個別に意見を求めるなど各自が参加しやすい雰囲気づくりに努めた。 

授業の理解度を高めるべく、講義用の資料は必ず前日までに渡すこととした。特に、一部

の留学生に関しては必要不可欠であり有効であった。 

演習では、架空のアイデアを含む商材を自由に選ばせたところ、実際に輸出を考えていた

というものも含め様々な商材がプレゼンされ、その市場性などに関して全員で議論するなど

実践的な場を提供することができた。一方、新しい商材のアイデアはあるものの、その市場

性やレポートの書き方がわからないとの相談が一部の院生（留学生）から寄せられたため、

その日の講義終了後、レポートの書き方を指導するとともに、新商品のイメージや市場性に

関して本人の納得がいくまで意見交換するなど相談に応じた。その結果、留学生ならではの

アイデアに溢れたレポートが提出されることとなった。 

演習・レポート（2本）については、授業で議論したテーマ（1本目）や、各自が将来、

実際にやってみたいと思うビジネスをテーマ（2本目）にするなど、取り組みながら好奇心

が掻き立てられるような内容を題材に選ぶなど配慮・工夫した。 

 



(2)その他の教育活動 

① 経済学部「アジア経済最前線と地域経済」（旧環日本海経済論）におけるゲスト講師として 

日 時：2022年 11月 14日（３・４限） 

テーマ：ASEANおよびマレーシアからみた広域的経済連携 

講 師：福井県立大学地域経済研究所特任教授 池下譲治 

 

② 地域経済研究所 アジア経済特別フォーラム 池下譲治特任教授最終講義 

日 時：2023年 3月 29日 14：00～15：30 

会 場：福井県立大学 地域経済研究所 

テーマ：グローバルビジネスの流儀 

講 師：福井県立大学地域経済研究所特任教授 池下譲治 

 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

 

『グローバルビジネスの流儀』――「郷に入っては郷に従え」で本当によいのか―― 

（単著）、2023年（3月発行予定）、晃洋書房 

 

 

【１本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

【 本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

【 本】 

④学会発表等 

＊１．「日本の国際競争力と地域経済活性化の視座から見た（高度）外国人材」―北陸・地域の

事例を中心に―（単独発表） 

 東アジア学会第 92回定例研究会 

 日 時：2023年 1月 28日（土） 

 会 場：西南学院大学コミュニティーセンター2階 会議室 

 

【１件】 

⑤その他の公表実績 

『世界経済評論 IMPACT』（世界経済評論）への寄稿 

・「気候変動問題を解決する新たな手法としての FDI」（2022.12.12） 

 ・「日本の国際競争力の復権とタレント不足への処方箋」 ～ 日本はなぜ高度外国人材の活用 

が遅れているのか～（2022.5.16） 

 ・「デカップリング」か「リカップリング」か ～ 米中対立の行方と日本～（2022.1.24） 

 

『地域経済研究所メールマガジン』（コラム）への寄稿 

 ・「日本の国際競争力の回復に向けて」（2022.12.28） 

 

【４本】 

  

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

(4)学会活動等 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

① ふくい貿易促進機構 事業推進チーム（2017年 7月～現在） 

② 福井商工会議所 国際ビジネス委員会（2017年 7月～現在） 

③ 鯖江商工会議所 国際化委員会（2017年 7月～現在） 

④ アジア経済特別フォーラムの開催 

タイトル：グローバルビジネスの流儀 

日 時：2023年 3月 29日 14：00～15：30 

会 場：福井県立大学 地域経済研究所 1階 企業交流室 

講 師：福井県立大学地域経済研究所特任教授 池下譲治 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

教育研究委員会 委員 H.30.4～現在に至る 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


